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市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します
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人や風景写真など
を通して魅力を発
信します
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2020年
4・5月号

　

【特集1】広報なんたんが100号を迎えました
　

１００号達成



2広報なんたん4・5月号

  もくじ　　　 　
②　【特集】広報なんたんが100号を迎えました
④　令和２年度予算

⑦　行政トピックス
・京都新光悦村立地調印式
・地域創生会議
・南丹市表彰式　ほか

⑯　活躍する南丹市の人びと／インフォメーション

⑰　景観の小窓

⑱　みんなで描こう　協働のキャンバス

⑳　南丹市地域おこし協力隊レポート／福祉とわたし

㉑　食は、ひとづくり、まちづくり

㉒　いきいき南丹

㉓　人権の窓／ふ・れ・あ・い

㉔　図書館へようこそ!／暮らしにホッと

㉕　ぶらりなんたん

㉖　みんなのひろば　　　　　　　　　
・エコバック贈呈
・第２回フォトコンテスト　ほか

㉘　なんたんミュージアム／わが家のアイドル

今月の表紙
　平成18年の４町合併で「南丹市」
が発足し、「広報なんたん」が発行
されることとなりました。
　初号から最新の99号までの表紙
を並べました。
　「広報なんたん」のこれまでの歩
みが感じられます。

広
報
な
ん
た
ん
が
100
号
を
迎
え
ま
し
た

　昨年10月20日の「α-Staition公開収録」と1月12日の「令
和2年南丹市成人式」で「インスタパネル」を設置しました。
　ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
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毎
月
発
行
だ
っ
た
広
報
な
ん
た
ん

　

平
成
18
年
１
月
に
園
部
町
・
八
木
町
・

日
吉
町
・
美
山
町
の
4
町
が
合
併
し
、

南
丹
市
が
発
足
し
ま
し
た
。
旧
町
に
お

い
て
も
特
色
あ
る
広
報
誌
を
発
行
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
で

「
広
報
な
ん
た
ん
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18（
2
0
0
6
）年
の
創
刊
号
か

ら
2
0
0
8
年
3
月
号
ま
で
の
27
回
分

は
毎
月
発
行
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
広
報
な
ん
た
ん
は
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
現
在
は
2
カ
月
に
1
回
、

奇
数
月
に
発
行
し
、
皆
さ
ん
の
手
元
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
発
行
を
行
っ
て
い
た
2
0
0
8

年
3
月
号
ま
で
は「
な
ん
た
ん
歳
時
記
」

「
な
ん
た
ん
写
真
館
」の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
残
る
伝
統

行
事
や
文
化
、
風
景
な
ど
を
紹
介
し
、

〝
新
た
に
市
と
な
っ
た
ま
ち
は
ど
ん
な

ま
ち
な
の
か
〟皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て

き
ま
し
た
。

今
は
無
き
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介

　

市
は
毎
年
、
京
都
府
広
報
協
議
会
と

京
都
府
が
主
催
す
る
京
都
府
広
報
賞
に

応
募
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
は「
広
報
な
ん
た
ん
30

号
」が
京
都
府
広
報
協
議
会
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
当
時
の
編
集
者
は

「
こ
の
号
は
、
広
報
担
当
に
な
っ
て
初

め
て
手
掛
け
た
南
丹
市
の
花
火
大
会
の

特
集
号
。
不
慣
れ
な
が
ら
も
カ
メ
ラ
を

担
い
で
取
材
に
駆
け
回
り
、
多
く
の
方

の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に
ふ
れ
ま
し
た
。

そ
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
、
写
真
や
言

葉
を
全
力
で
選
び
な
が
ら
取
り
組
ん
だ

思
い
出
深
い
号
で
、
認
め
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
な
ん
た
ん
の
目
的
は
？

１
回
当
た
り
の
費
用
は

�

ど
れ
く
ら
い
？

広
報
な
ん
た
ん
Ｑ
＆
Ａ

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
役
所
の
情
報
を

分
か
り
や
す
く
提
供
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
市
役
所
が
一
体
と
な
っ
て
、
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
高
齢
者
の
方
も
多

く
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
情
報
の
共

有
が
で
き
る
よ
う
に
、
紙
媒
体
で
の
発

行
を
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
数
に
よ
っ
て
金
額
は
変
わ
り

ま
す
が
、
１
回
当
た
り
平
均
40
万
円
ほ

ど
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
１
部

当
た
り
に
直
す
と
約
30
円
で
制
作
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
報
な
ん
た
ん
の

あ
ゆ
み

京
都
府
広
報
賞
を
受
賞

▶
受
賞
し
た
広
報
な
ん
た
ん
30
号
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
住
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
に

令和２年度当初予算
会計名 令和2年度 令和元年度 増減率

一般会計 248億5,500万円 232億8,000万円  6.8% 増
特別会計 87億3,760万円 111億3,389万円 21.5% 減

内　

訳

国民健康保険事業 37億9,290万円 36億7,240万円 3.3% 増
介護保険事業 43億2,530万円 42億1,840万円 2.5% 増
市営バス運行事業 7,590万円 9,920万円 23.5% 減
下水道事業 0万円（注1） 26億4,500万円 皆減
土地取得事業 30万円 9万円 226.1% 増
後期高齢者医療事業 5億4,320万円 4億9,880万円 8.9% 増

公営企業会計 65億1,721万円 18億2,752万円 256.6% 増
内 

訳
水道事業会計 19億8,611万円 18億2,752万円 8.7% 増
下水道事業会計 45億3,110万円 0万円 皆増

合    計 401億981万円 362億4,141万円 10.7% 増
※金額は１万円未満、率は小数点第１位未満を四捨五入しています。
　（注1）令和2年度から下水道事業特別会計は、公営企業会計へ移行しました。

■
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
、
若
者
が
定
住
で

き
る
ま
ち
づ
く
り

■
農
業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
に
活
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

■
福
祉
や
防
災
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

■
教
育
・
文
化
の
振
興
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り

■
行
財
政
改
革
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

◆
一
般
会
計
歳
出
予
算

　

昨
年
度
と
比
較
し
、
15
億
７
５
０
０ 

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
主
に
普
通
建

設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
の
ほ

か
、
補
助
費
な
ど
が
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
と
予
算
額
】

　

本
年
度
に
実
施
す
る
主
な
取
り
組
み

と
予
算
額
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
事

項
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

①
民
間
保
育
所
等
運
営
支
援
事
業

2
億
9
2
8
7
万
9
千
円

②
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業

3
億
6
7
0
0
万
2
千
円

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
園

部
・
八
木
地
域
の
新
設
を
図
り
ま
す
。

③
第
三
の
居
場
所
運
営
管
理
事
業

6
5
8
万
4
千
円

　

学
校
や
家
庭
に
代
わ
る「
第
三
の
居

場
所
」を
開
設
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自

立
す
る
力
を
育
む
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
、

若
者
が
定
住
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

重
点
事
項

【特集2】

7
ペ
ー
ジ「
行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
関
連

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
当
初
予
算
は
、
重
点
事
項
に
基
づ

き
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
合
併
し
て
か
ら
山
積

す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
か
つ
積
極
的
に
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
10
年
後
、
20
年
後

の
ま
ち
の
姿
を
見
据
え
な
が
ら
、
次
の
世
代
の
た
め

「
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

た
重
点
事
項
に
基
づ
き
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
予

算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
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④
地
域
子
育
て
支
援
事
業

7
5
9
万
8
千
円

　

事
業
の
一
つ
で
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
応
援

隊
活
動
事
業
で
は
、
妊
婦
や
１
歳
未
満

の
乳
児
が
い
る
家
庭
に
産
前
・
産
後
サ

ポ
ー
ト
事
業
な
ど
で
の
訪
問
と
あ
わ
せ

て
、
育
児
用
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

⑤
定
住
促
進
事
業

8
3
3
7
万
円

　

定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
市
内
の
中

小
企
業
の
人
材
確
保
や
U
タ
ー
ン
者
へ

の
住
宅
購
入
な
ど
の
支
援
、
行
政
区
な

ど
が
実
施
す
る
定
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
の

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑥
都
市
計
画
公
園
事
業

1
9
2
0
万
7
千
円

　

子
ど
も
の
健
全
な
発
育
や
子
育
て
世

代
の
定
住
促
進
お
よ
び
地
域
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
複
合
遊
具
お

よ
び
ブ
ラ
ン
コ
を
設
置
し
ま
す
。

⑦
山
陰
本
線
駅
舎
等
整
備
事
業

9
億
1
5
2
1
万
9
千
円

　

J
R
八
木
駅
舎
の
改
築
お
よ
び
自
由

通
路
の
建
設
、
園
部
駅
東
口
駅
前
広
場

の
整
備
及
び
無
電
柱
化
を
行
い
ま
す
。

⑧
中
山
間
直
接
支
払
い
事
業

�

7
1
3
7
万
8
千
円

⑨
多
面
的
機
能
支
払
事
業

1
億
6
1
5
5
万
6
千
円

⑩
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業

1
億
7
7
7
2
万
4
千
円

　

事
業
の
一
つ
で
あ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲

対
策
事
業
で
は
、
捕
獲
者
の
負
担
軽
減

と
捕
獲
頭
数
の
増
加
を
図
る
た
め
、
微

生
物
分
解
お
よ
び
減
容
に
よ
る
捕
獲
個

体
の
処
分
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

⑪
森
林
整
備
事
業

2
9
9
9
万
7
千
円

　

森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
な
い
人
工

林
な
ど
に
つ
い
て
、
森
林
整
備
を
行

い
、
森
林
の
適
正
な
管
理
や
林
業
の
経

営
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

⑫
特
用
林
産
振
興
事
業1

1
9
万
6
千
円

　

園
部
藩
主
が
将
軍
ら
に
献
上
し
た
と

の
記
録
が
残
っ
て
い
る「
朝
倉
山
椒
」を

地
域
特
産
物
に
す
る
た
め
、
生
産
量
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑬
予
防
接
種
事
業

9
1
7
7
万
5
千
円

⑭
公
設
民
営
診
療
所
施
設
管
理
助
成
事

業
　
　
　

2
5
7
3
万
円

⑮
自
主
防
災
組
織
事
業

1
1
5
万
円

　

災
害
時
に
お
け
る
自
助
、
共
助
の
向

上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
訓

練
や
地
域
に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

⑯
直
営
診
療
所
管
理
運
営
費

4
2
2
4
万
4
千
円

　

美
山
地
域
で
の
新
た
な
直
営
診
療
所

の
開
設
に
む
け
た
取
り
組
み
の
委
託
経

費
を
含
め
、
へ
き
地
地
域
で
の
継
続
し

た
医
療
の
提
供
の
た
め
の
運
営
を
行
い

ま
す
。

⑰
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業

6
9
0
万
6
千
円

　

認
知
症
、
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
人
が
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
す
。

⑱
障
害
者
計
画
策
定
事
業

5
2
3
万
8
千
円

　

第
5
期
南
丹
市
障
害
福
祉
計
画
お
よ

び
第
1
期
障
害
児
福
祉
計
画
が
令
和
2

年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
る
た
め
、
新

た
な
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

農
業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る

産
業
に
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

福
祉
や
防
災
な
ど
、安
全
で

　
　

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

▲ 美山地域の医療提供体制について審議
された南丹市医療対策審議会

▲ 八木駅舎イメージ図
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⑲
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成

事
業

3
7
7
9
万
5
千
円

　

美
山
町
内
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
施
設
整
備
に
伴
う
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

⑳
移
動
通
信
用
施
設
整
備
事
業

3
7
1
9
万
5
千
円

　

携
帯
電
話
利
用
不
能
エ
リ
ア
の
解
消

を
図
る
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
な
ど
を

行
い
ま
す
。

㉑
道
路
・
橋
梁
維
持
管
理
事
業

2
億
6
3
7
9
万
4
千
円

㉒
公
営
住
宅
整
備
事
業

1
億
20
万
円

㉓
防
災
施
設
整
備
事
業

2
億
7
5
5
0
万
1
千
円

㉔
農
村
型
小
規
模
多
機
能
自
治
推
進
事

業　�

55
万
円

　

市
内
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に

対
し
、
小
学
校
跡
施
設
の
利
活
用
や
定

住
促
進
な
ど
の
活
動
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

㉕
先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業

2
0
0
0
万
円

　

美
山
地
域
の
公
共
施
設
や
地
域
資
源

な
ど
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
と
な

る
事
業
の
実
施
に
向
け
た
調
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。

㉖
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
事
業

　�

50
万
円

　

京
都
府
が
進
め
る「
京
都
：
R
e
－

S
e
a
r
c
h
実
行
委
員
会
」に
参
加

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、
市
民
と
芸
術
家
が
交
流

す
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

㉗
安
全
・
安
心
な
学
校
教
育
環
境
整
備

事
業（小

学
校
）2
億
1
3
1
8
万
9
千
円

　

各
小
学
校
特
別
教
室
の
空
調
設
備
の

整
備
や
、
園
部
小
学
校
体
育
館
大
規
模

改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

㉘
体
育
施
設
管
理
費

�

　
6
5
4
1
万
8
千
円

　

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
維
持

管
理
や
設
備
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

㉙
生
涯
学
習
施
設
改
修
事
業

6
億
3
6
7
8
万
2
千
円

　

耐
震
不
足
・
老
朽
化
対
策
と
し
て
実

施
中
の
園
部
文
化
会
館（
旧
：
園
部
公

民
館
）と
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
：

八
木
公
民
館
）に
関
す
る
改
修
な
ど
を

実
施
し
な
が
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。

㉚
学
校
司
書
等
設
置
事
業

1
2
8
7
万
5
千
円

　

子
ど
も
た
ち
の「
こ
と
ば
の
力
」の
育

成
を
図
る
た
め
、
市
立
小
中
学
校
に

「
こ
と
ば
の
力
育
成
支
援
員
」を
配
置

し
、
読
書
環
境
を
整
え
ま
す
。

㉛
重
要
文
化
財
保
存
管
理
事
業

2
6
7
1
万
6
千
円

　

日
本
最
古
の
農
家
型
住
宅
と
し
て
国

の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
石
田

家
住
宅
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
ふ
き
替
え

な
ど
を
行
い
ま
す
。

㉜
市
有
財
産
処
分
等
促
進
事
業

1
2
8
9
万
7
千
円

　

南
丹
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
基

づ
き
、
施
設
の
集
約
や
複
合
化
な
ど
の

再
編
を
進
め
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
、
適
切
な
維
持

管
理
な
ど
を
定
め
た
公
共
施
設
個
別
長

期
保
存
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
歳
入
予
算

　

15
億
7
5
0
0
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
主
な
要
因
と
し
て
森
林
環
境
譲
与

税
や
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
な
ど
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
税�

40
億
1
7
0
9
万
4
千
円

譲
与
税
等
交
付
金

11
億
6
7
5
5
万
円

地
方
交
付
税�

88
億
5
千
万
円

使
用
料
、
負
担
金
な
ど

　
　
　�

　
9
億
7
2
8
5
万
2
千
円

国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金

　
　
　�

　
42
億
5
3
8
7
万
8
千
円

繰
入
金�

23
億
3
7
0
2
万
6
千
円

繰
越
金�

1
億
円

市
債�

 

31
億
5
6
6
0
万
円

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

教
育
・
文
化
の
振
興
と

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

▲ 4月1日から開設された八木市民センター
（愛称：i スタやぎ）

行
財
政
改
革
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り



7 広報なんたん4・5月号

の
薬
品
な
ど
幅
広
く
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
宮
崎
俊
輔
代
表
取
締
役
社
長
は

「
大
手
メ
ー
カ
ー
に
で
き
な
い
こ
と
や

商
品
へ
の
価
値
を
考
え
、
皆
さ
ん
に
伝

え
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
弘
伸
は
長
岡
京
市
に
本
社

を
持
つ
繊
維
メ
ー
カ
ー
で
、
合
成
繊
維

や
再
生
繊
維
な
ど
の
販
売
や
衣
装
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

繊
維
業
は
素
材
か
ら
生
地
、
衣
類
ま
で

の
生
産
段
階
が
分
業
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
一
つ
が
欠
け
る
と
全
体
に

影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
、
自
家
工
場

の
建
設
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
本
純

也
代
表
取
締
役
社
長
は「
新
た
な
工
場

に
よ
っ
て
全
て
の
段
階
を
京
都
で
完
結

で
き
る〝
メ
イ
ド
イ
ン
京
都
〟を
目
指
し

て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
新
光
悦
村
に
２
社
が
進
出

―
京
都
新
光
悦
村
立
地
調
印
式
―

　

京
都
新
光
悦
村
に
、
新
た
に
２
社
が

進
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
２
月
27
日
は

株
式
会
社
宮
崎
化
学
、
３
月
10
日
に
は

株
式
会
社
弘
伸
と
の
立
地
調
印
式
を
市

役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
宮
崎
化
学
は
京
都
市
に
本

社
を
持
つ
化
学
メ
ー
カ
ー
で
、
洗
剤
や

化
粧
品
な
ど
の
日
用
品
の
ほ
か
工
業
用

学
校
や
家
庭
に
代
わ
る
居
場
所

―
「
第
三
の
居
場
所
」
助
成
決
定
書

授
与
式
―

　

3
月
10
日
、
京
都
府
で
初
の
開
設
と

な
る「
第
三
の
居
場
所
」の
開
設
費
と
運

営
費
を
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
日
本
財
団
か

ら
支
援
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
助
成

決
定
書
授
与
式
を
国
際
交
流
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の

も
う
一
つ
の
家
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
や
大
人
と
の
関
わ
り
を
通
じ
、
自

立
す
る
力
を
育
み
ま
す
。
西
村
市
長
は

「
施
設
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
は
多

く
の
人
に
関
わ
り
、
大
き
く
育
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲�（左から）宮崎社長、西村市長

▲�Ｂ＆Ｇ財団 古山透常務理事（右）から助成決定書を受け取る西村
市長（左）

▲�窪田座長（左）から答申書を受け取る西村市長（右）

▲（左から）平本会長、平本社長、西村市長

南
丹
市
の「
地
方
創
生
」課
題
解

決
に
向
け
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

―
地
域
創
生
会
議
―

　

3
月
27
日
、
南
丹
市
地
域
創
生
会
議

か
ら
西
村
市
長
へ
の
答
申
と
し
て
、
南

丹
市
の
人
口
課
題
と
目
標
を
示
し
た

「
南
丹
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
改
定
）」と
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
南
丹
市

の
次
の
５
年
間（
令
和
2
～
6
年
度
）の

指
針
を
示
し
た「
第
2
期
南
丹
市
地
域

創
生
戦
略
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
い
う
窪
田
座

長
の
言
葉
に
、
西
村
市
長
は「
人
が
人

を
呼
ぶ
よ
う
な
好
循
環
を
創
っ
て
い
き

た
い
」と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

Topics
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令和元年度南丹市表彰式（スポーツ・文化賞）

賞 受賞者数

優秀スポーツ賞 団体：２
個人：34

スポーツ賞 団体：２
個人：18

優秀文化賞 団体：４
個人：19

文化賞 団体：４
個人：24

翔け賞（スポーツの部） 団体：２
個人：14

翔け賞（文化の部） 個人：30
功労賞 個人：３

2
月
15
日
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
表

彰
式
が
国
際
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、
令
和
元
年
中
に
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
が
７
分
野
の

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
賞
の
対
象
■

◇
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
優
秀
文
化
賞
・
文
化
賞

　

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
翔
け
賞

　

小
学
校
在
学
中
に
、
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
功
労
賞

　

優
秀
な
選
手
な
ど
の
育
成
、
指
導
に

お
い
て
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰

　
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
　
団
体
　
》

【
高
校
生
の
部
】

京
都
府
立
丹
波
支
援
学
校
高
等
部
チ
ー

ム第
4
回
南
山
城
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会
優

勝京
都
府
立
丹
波
支
援
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部

第
27
回
京
都
府
立
特
別
支
援
学
校
高
等

部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
京

リ
ー
グ
の
部
優
勝

《
　
個
人
　
》

【
一
般
の
部
】

片
山
　
敏
郎（
南
丹
市
役
所
）

2
0
1
9
年
度
全
日
本
社
会
人
ラ
イ
フ

ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
兼
燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
国
体
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
50
ｍ
ラ
イ
フ
ル
男
子

伏
射
60
発
競
技
第
2
位

山
崎
　
ゆ
み
子（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
京

都
府
代
表
）

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

2
0
1
9
）京
都
府
代
表
女
性
の
部
25

ｍ
自
由
形（
70
歳
〜
74
歳
）優
勝
／
50
ｍ

自
由
形（
70
歳
〜
74
歳
）優
勝

長
澤
　
悠
莉（
佛
教
大
学
4
回
生
）

第
26
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
有
段
女
子
盾
小
太

刀
優
勝
／
有
段
女
子
長
剣
フ
リ
ー
優
勝

／
第
5
回
近
畿
学
生
選
手
権
大
会
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
混
合
女
子
小
太
刀

優
勝
／
盾
長
剣
優
勝
／
盾
小
太
刀
準
優

勝【
高
校
生
の
部
】

小
林
　
未
奈（
園
部
高
等
学
校
1
年
）

令
和
元
年
度
第
21
回
京
都
府
高
等
学
校

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
ビ
ー
ム
ピ

ス
ト
ル
立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
1
位

廣
瀬
　
秀
太（
園
部
高
等
学
校
2
年
）

令
和
元
年
度
第
21
回
京
都
府
高
等
学
校

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
立
射
60
発
競
技（
男
子
）第
1
位

今
井
　
朋
香（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

第
72
回
京
都
府
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
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射
撃
選
手
権
大
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
部

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
立
射
60
発
競
技（
女

子
）第
1
位

大
串
　
明
日
香（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

平
成
31
年
度
第
19
回
京
都
府
高
等
学
校

春
季
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
ビ
ー
ム
ピ
ス

ト
ル
立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
1
位

笠
原
　
達
也 （
園
部
高
等
学
校
3
年
）

第
72
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
部
エ
ア
ラ
イ
フ
ル

立
射
60
発
競
技（
男
子
）第
1
位

谷
口
　
莉
央 （
園
部
高
等
学
校
3
年
）

第
72
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
部
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト

ル
立
射
60
発
競
技（
男
子
）第
1
位

中
川
　
未
彩
紀（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

平
成
31
年
度
第
19
回
京
都
府
高
等
学
校

春
季
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
エ
ア
ラ
イ
フ

ル
立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
1
位

         

西
田
　
早
耶
香（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

第
72
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
部
エ
ア
ラ
イ
フ
ル

立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
1
位

湊
　
綾
夏（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

平
成
31
年
度
第
19
回
京
都
府
高
等
学
校

春
季
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
1
位

片
山
　
大
志
郎（
農
芸
高
等
学
校
1
年
）

第
3
回
関
西
高
等
学
校
秋
季
ク
ラ
シ
ッ

ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
74
㎏
級
第
3
位

中
川
　
朋（
農
芸
高
等
学
校
1
年
）

第
3
回
関
西
高
等
学
校
秋
季
ク
ラ
シ
ッ

ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
74
㎏
級
第
2
位

長
谷
川
　
一
哉（
農
芸
高
等
学
校
1
年
）

第
3
回
関
西
高
等
学
校
秋
季
ク
ラ
シ
ッ

ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
59
㎏
級
第
2
位

松
田
　
拓
郎（
農
芸
高
等
学
校
1
年
）

第
3
回
関
西
高
等
学
校
秋
季
ク
ラ
シ
ッ

ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
53
㎏
級
第
1
位

八
木
下
　
哲
平（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

第
6
回
関
西
高
等
学
校
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子

74
㎏
第
1
位
／
第
24
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ

シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
74
㎏
級
第
5

位山
崎
　
理
祥（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

第
24
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
サ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
男
子
59
㎏
級
第
3
位

金
子
　
万
生（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

第
23
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
サ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
男
子
1
0
5
㎏
級
第
1
位
／
世
界

ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選

手
権
大
会
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
1
0
5

㎏
級
第
5
位（
種
目
別
デ
ッ
ド
リ
フ
ト

第
3
位
日
本
記
録
更
新
）

野
村
　
翔
馬（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

第
23
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
サ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
男
子
66
㎏
級
第
2
位
／
世
界
ク
ラ

シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
66
㎏
級
総
合

8
位

松
本
　
葵（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

第
23
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
サ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
女
子
72
㎏
級
第
3
位

岡
本
　
智
哉（
北
桑
田
高
等
学
校
3
年
）

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
自
転
車
競
技
大
会
男
子
Ｕ
17
ス
ク

ラ
ッ
チ
第
5
位

石
田
　
唯（
北
桑
田
高
等
学
校
2
年
）

第
88
回
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
大

会
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
個

人
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
第
1
位

岡
本
　
勝
哉（
北
桑
田
高
等
学
校
2
年
）

第
40
回
ア
ジ
ア
自
転
車
競
技
選
手
権

大
会
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
4
㎞
チ
ー
ム
パ
ー

シ
ュ
ー
ト
第
1
位
／
第
88
回
全
日
本
自

転
車
競
技
選
手
権
大
会
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー

ス
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
個
人
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

第
1
位

田
中
　
美
紗（
丹
波
支
援
学
校
高
等
部

1
年
）

第
39
回
全
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

大
会
陸
上
競
技
大
会
女
子
の
部
1
0
0

ｍ
競
走
第
1
位

笹
野
　
純
花（
丹
波
支
援
学
校
高
等
部

2
年
）

第
39
回
全
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

▲ パワーリフティング大会に出場された金子
さん
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大
会
陸
上
競
技
大
会
女
子
の
部
1
5
0 

0
ｍ
競
走
第
1
位

平
井
　
雷
斗（
丹
波
支
援
学
校
高
等
部

2
年
）

第
39
回
全
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

大
会
陸
上
競
技
大
会
の
部
2
0
0
ｍ
競

走
第
1
位

下
村
　
瞭
河（
花
園
高
等
学
校
1
年
）

第
52
回
京
都
府
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
男
子
1
年
砲
丸

投
第
3
位
／
第
52
回
近
畿
高
等
学
校

ユ
ー
ス
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
男

子
1
年
砲
丸
投
第
3
位
／
第
54
回
京
都

府
高
等
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
男
子
砲
丸
投
第
3
位
／
第

71
回
京
都
府
私
立
中
・
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
砲
丸
投
第
3

位津
田
　
向
陽（
久
御
山
高
等
学
校
2
年
）

2
0
1
9
年
度
J
F
A
第
6
回
全
日
本

Ｕ
18
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
京
都
府

大
会
優
勝

古
川
　
剛（
啓
新
高
等
学
校
3
年
）

第
1
3
9
回
北
信
越
地
区
大
会（
高
校

野
球
）準
優
勝
／
第
1
4
1
回
北
信
越

地
区
高
校
野
球
福
井
県
大
会
第
3
位
／

第
91
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場

藤
原
　
瞭
我（
北
陸
学
院
高
等
学
校
3

年
）

第
72
回
石
川
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優
勝
／
令
和
元
年

度
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト

16【
中
学
生
の
部
】

甲
斐
　
彩
京（
園
部
中
学
校
3
年
）

第
50
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
出
場
権
獲
得

【
小
学
生
の
部
】

隅
田
　
麻
友
子（
園
部
小
学
校
4
年
）

第
49
回
京
都
府
剣
道
道
場
連
盟
主
催
少

年
剣
道
錬
成
大
会
小
学
生
低
学
年
の
部

優
勝
／
第
23
回
北
近
畿
少
年
剣
道
大
会   

団
体
小
学
生
の
部
3
位

笠
川
　
佑
希
乃（
園
部
小
学
校
6
年
）

第
31
回
全
日
本
少
年
少
女
け
ん
玉
道
選

手
権
大
会
北
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
子
の
部

第
3
位

和
久
田
　
有
将（
小
寺
道
場
）

第
3
回
京
都
府
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
小
学
5
年
生
組
手
競
技
優

勝
／
第
7
回
近
畿
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
団
体
男
子
組
手
競
技
準
優
勝

／
第
42
回
京
都
府
小
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
組
手
競
技
会
小
学
5
年
生
男
子

組
手
競
技
第
4
位

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
　
団
体
　
》

【
一
般
の
部
】

南
丹
市
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子

第
42
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会
市
町

村
交
流
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
女
子
の
部
2
位

南
丹
市
成
年
女
子
チ
ー
ム

第
42
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会
市
町

村
対
抗
競
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技（
成
年
女
子
の
部
）第
3
位

《
　
個
人
　
》

【
高
校
生
の
部
】

髙
屋
　
智（
園
部
高
等
学
校
2
年
）

令
和
元
年
度
57
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
立
射
60
発
競
技（
男
子
）出
場

田
村
　
洸
一
朗（
園
部
高
等
学
校
2
年
）

令
和
元
年
度
第
57
回
全
国
高
等
学
校
ラ

イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
エ
ア
ラ

イ
フ
ル
立
射
60
発
競
技（
男
子
）出
場

鳥
渕
　
一
彩（
園
部
高
等
学
校
2
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発
競

技（
女
子
）出
場

臼
井
　
拓
海（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発

競
技（
男
子
）出
場

岡
田
　
壽
心（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

令
和
元
年
度
57
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
立
射
60
発
競
技（
男
子
）出
場

河
野
　
友
梨（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

近
畿
高
等
学
校
春
季
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
選
手
権
大
会
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
立
射

60
発
競
技（
女
子
）6
位

高
原
　
彩
奈（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発
競

技（
女
子
）出
場

福
原
　
向
葵（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

▲ ビームライフル大会に出場された臼井
さん



11 広報なんたん4・5月号

平
成
31
年
度
第
19
回
京
都
府
高
等
学
校

春
季
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
エ
ア
ラ
イ
フ

ル
立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
2
位
／
第

72
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
部
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル

立
射
60
発
競
技（
女
子
）第
1
位

松
木
　
結
菜（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発

競
技（
女
子
）出
場

矢
野
　
歌
恋（
園
部
高
等
学
校
3
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選

手
権
大
会
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発

競
技（
女
子
）出
場

【
中
学
生
の
部
】

小
島
　
耀
雅（
八
木
中
学
校
3
年
）

第
65
回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競
技

大
会
京
都
府
大
会
男
子
共
通
1
1
0
ｍ

ハ
ー
ド
ル
第
3
位

【
小
学
生
の
部
】

清
水
　
佳
夢（
園
部
第
二
小
学
校
3
年
）

第
35
回
京
都
府
小
学
生
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
女
子
走
高
跳
2
位

中
川
　
波
玖（
園
部
空
手
道
ク
ラ
ブ
）

第
3
回
京
都
府
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
小
学
1
年
生
男
子
組
手
競

技
第
3
位

前
田
　
太
陽（
園
部
空
手
道
ク
ラ
ブ
）

第
3
回
京
都
府
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
小
学
5
年
生
男
子
組
手
競

技
第
3
位

眞
下
　
友
冴（
園
部
空
手
道
ク
ラ
ブ
）

第
3
回
京
都
府
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
小
学
3
年
生
男
子
組
手
競

技
準
優
勝

湯
浅
　
翔
空（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
亀
岡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）

京
都
府
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
4
・
5

年
生
大
会
4
年
生
以
下
男
子
の
部
第
3

位
／
京
都
府
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交

流
大
会
男
子
1
部
第
9
位

湯
浅
　
海
玖（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
亀
岡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）

京
都
府
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
小

学
生
の
部
女
子
1
部
第
3
位
／
京
都
府

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会
女
子

1
部
第
3
位

　
優
秀
文
化
賞

《
　
団
体
　
》

【
一
般
の
部
】

園
部
吹
奏
楽
団

第
56
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金

賞

【
高
校
生
の
部
】

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
畜
産
部

第
34
回
中
国
地
区
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
最
優
秀
学
校
賞
／

2
0
1
9
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン（
グ
ロ

リ
オ
ー
サ
ダ
ン
チ
ェ
リ
ー
ラ
ピ
ス
ビ
ス

タ
）最
優
秀
学
校
賞
受
賞
、
リ
ザ
ー
ド

マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
4
位
入
賞

京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
サ
イ
エ
ン
ス

部第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自

然
科
学
部
門
出
場
推
薦
校
選
考
会
生
物

部
門
最
優
秀
賞
／
第
39
回
近
畿
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
生
物
分

野
奨
励
賞
／
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
文
化
連
盟
賞

【
中
学
生
の
部
】

南
丹
市
立
園
部
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
56
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
B

編
成
金
賞

《
　
個
人
　
》

【
高
校
生
の
部
】

井
澤
　
悠
午（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

第
14
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

造
園
職
種
銀
賞
／
第
70
回
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
大
会
令
和
元
年
度
南
東
北
大

会
農
業
鑑
定
競
技
会
分
野
造
園
優
秀
賞

小
松
　
愛
二
郎（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
最
優
秀

大
西
　
陽
生
郎（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

第
57
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
造
園
職
種

銅
賞

宅
間
　
加
鈴（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

第
47
回
毎
日
農
業
記
録
賞
高
校
生
部
門

優
良
賞

中
川
　
弥
栄（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意

見
発
表
の
部
分
野
I
類
最
優
秀

永
本
　
涼
華（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
最
優
秀

メ
ン
サ
ラ
　
真
喜
志
　
け
ん
じ（
農
芸

高
等
学
校
3
年
）

第
13
回
全
農
学
生「
酪
農
の
夢
」コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
賞
／
京
都
府
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟
緑
の
学
園
乳
牛
審
査
部
門
優

秀吉
井
　
愛
梨（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

第
13
回
全
農
学
生「
酪
農
の
夢
」コ
ン

ク
ー
ル
佳
作
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山
口
　
大
介（
北
桑
田
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
平
板
測

量
競
技
会
最
優
秀

【
中
学
生
の
部
】

日
下
部
　
理
子（
園
部
中
学
校
3
年
）

第
13
回「
北
方
領
土
と
私
た
ち
」作
文
コ

ン
ク
ー
ル
京
都
府
知
事
賞

治
田
　
紗
也
奈（
八
木
中
学
校
2
年
）

令
和
元
年
度
人
権
擁
護
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
知
事
賞

岩
瀬
　
玉
青（
美
山
中
学
校
1
年
）

第
11
回
中
部
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ギ
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
一
般
の
部
第
3
位

平
井
　
陽
貴（
美
山
中
学
校
3
年
）

第
7
回
小
論
文
グ
ラ
ン
プ
リ
個
人
作
品

の
部
B
分
野
最
優
秀
賞

田
中
　
都
奈
美（
美
山
中
学
校
3
年
）　

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
京
都

府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
府
推
進
委
員

会
委
員
長（
京
都
府
知
事
）賞

石
﨑
　
葵
衣（
園
部
高
等
学
校
附
属
中

学
校
1
年
）

第
38
回
京
都
新
聞
書
き
初
め
展
京
都
府

知
事
賞

片
島
　
千
宙（
園
部
高
等
学
校
附
属
中

学
校
2
年
）

第
69
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
京
都
府
審
査
中
学
校
の
部
最
優

秀
賞

【
小
学
生
の
部
】

近
本
　
昊
大（
園
部
小
学
校
4
年
）

第
10
回
農
と
水
と
環
境
を
守
る
子
ど
も

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
高
学
年
以
上

の
部
京
都
府
知
事
賞

川
見
　
龍
希（
八
木
東
小
学
校
3
年
）

第
14
回
子
ど
も
エ
コ
俳
句
大
賞
特
選
坪

内
捻
典
賞

野
々
口
　
心
結（
殿
田
小
学
校
6
年
）

第
79
回
全
国
教
育
美
術
展
作
品
集
特
選

　
文
化
賞

《
　
団
体
　
》

【
高
校
生
の
部
】

京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
吟
詠
剣
詩
舞

部第
39
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
郷

土
芸
能
・
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
奨
励
賞
／

京
都
府
高
等
学
校
文
化
連
盟
吟
詠
剣
詩

舞
専
門
部
文
化
連
盟
賞

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
環
境
部

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
平
板
測

量
競
技
会
優
秀

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
農
産
バ
イ
オ

科
作
物
コ
ー
ス

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部
分
野
Ⅰ
類
優
秀

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
農
産
バ
イ
オ

科
動
物
バ
イ
オ
コ
ー
ス
・
畜
産
部

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部
分
野
Ⅲ
類
優
秀

《
　
個
人
　
》

【
高
校
生
の
部
】

山
田
　
こ
ゆ
き（
園
部
高
等
学
校
1
年
）

第
13
回
京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展
府

立
学
校
平
面
作
品
の
部
南
丹
教
育
委
員

会
連
絡
協
議
会
長
賞

宗
川
　
さ
く
ら（
農
芸
高
等
学
校
1
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
優
秀

河
野
　
由
佳
子（
農
芸
高
等
学
校
1
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
優
秀

清
水
　
千
春（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
優
秀

中
村
　
陽
一（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
優
秀

平
岡
　
蓮
夏（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
優
秀

吉
田
　
全
希（
農
芸
高
等
学
校
2
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
優
秀

石
塚
　
優
花（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
優
秀
／
京
都
府
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟
緑
の
学
園
乳
牛
審
査
部
門
優

秀
／
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
意

見
発
表
の
部
分
野
Ⅲ
類
優
秀

上
田
　
勇
樹（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
緑
の
学

園
乳
牛
審
査
部
門
優
秀

開
本
　
雄
登（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
優
秀
／
京
都
府
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟
緑
の
学
園
乳
牛
審
査
部
門
優

秀齋
藤
　
怜
奈（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会

松
本
　
葵（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
優
秀
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森
本
　
晴
仁（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
優
秀

渡
邉
　
春
花（
農
芸
高
等
学
校
3
年
）

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
和
牛
審

査
競
技
会
優
秀

【
中
学
生
の
部
】

西
山
　
満
琉（
園
部
中
学
校
3
年
）

第
13
回「
北
方
領
土
と
私
た
ち
」作
文
コ

ン
ク
ー
ル
北
方
領
土
返
還
要
求
京
都
府

民
会
議
会
長
賞
／
第
13
回
京
都
丹
波
美

術
工
芸
教
育
展
中
学
校
平
面
作
品
の
部

南
丹
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
長
賞

米
谷
　
カ
ヤ（
園
部
中
学
校
3
年
）

第
13
回
京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展
中

学
校
平
面
作
品
の
部
京
都
府
知
事
賞

【
小
学
生
の
部
】

大
石
　
早
智
花（
園
部
小
学
校
1
年
）

令
和
元
年
度
京
の
環
境
を
考
え
る
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞

法
貴
　
千
尋（
園
部
小
学
校
2
年
）

2
0
1
9
年
度
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

田
口
　
綾
子（
園
部
第
二
小
学
校
4
年
）

第
20
回
瓦
の
あ
る
風
景
絵
画
展
中
学
生

の
部
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

小
林
　
知
菜
美（
八
木
西
小
学
校
6
年
）

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育

長
賞
／
令
和
元
年
度
南
丹
市
あ
い
さ
つ

運
動
啓
発
標
語
優
秀
賞

小
栗
　
詩
歩（
殿
田
小
学
校
1
年
）

令
和
元
年
度
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
賞

谷
口
　
陽
飛（
胡
麻
郷
小
学
校
3
年
）

第
7
回
京
都
子
ど
も
将
棋
大
会
準
優
勝

／
第
14
回
K
J
S
（
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
）

将
棋
大
会
第
3
位
／
第
24
回
三
田
こ
ど

も
将
棋
名
人
戦
低
学
年
優
勝
／
北
野
天

満
宮
第
3
回
天
神
さ
ん
子
ど
も
将
棋
交

流
大
会
第
3
位

　
翔
け
賞【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《
　
団
体
　
》

園
部
小
学
校
駅
伝
チ
ー
ム

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
駅
伝

競
走
の
部
優
勝

八
木
西
小
学
校
5
年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー

ム第
38
回
南
丹
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

女
子
小
学
5
年
4
×
1
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
1
位

《
　
個
人
　
》

山
村
　
泰
生（
園
部
小
学
校
5
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
船
井
小
学
校
駅
伝

競
走
大
会
持
久
走
の
部
1
位
／
南
丹
地

区
小
学
校
駅
伝
競
走
大
会
持
久
走
の
部

2
位

谷
本
　
智
迦（
園
部
第
二
小
学
校
5
年
）

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
女
子

持
久
走
の
部
1
位

前
川
　
威（
園
部
第
二
小
学
校
6
年
）

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
駅
伝

競
争
の
部
第
5
区
区
間
1
位
／
令
和
元

年
度
南
丹
・
船
井
小
学
校
駅
伝
競
走
大

会
第
5
区
区
間
1
位

合
田
　
詩
音（
八
木
西
小
学
校
5
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

5
年
女
子
1
0
0
ｍ
1
位
／
第
38
回
南

丹
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女
子
小
学

5
年
走
り
幅
跳
1
位

西
村
　
凪
翔（
八
木
西
小
学
校
6
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

6
年
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル
1
位
／
南
丹

市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会
6
年

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
1
位

葊
瀬
　
優
大（
八
木
西
小
学
校
6
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

6
年
男
子
高
跳
び
1
位

宅
間
　
紬
希（
八
木
東
小
学
校
5
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

5
年
女
子
1
0
0
ｍ
1
位
／
50
ｍ
ハ
ー

ド
ル
1
位
／
高
跳
び
2
位

森
　
榎
奏（
八
木
東
小
学
校
5
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

5
年
女
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル
1
位
／
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
1
位

木
村
　
大
和（
殿
田
小
学
校
6
年
）　

南
丹
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
8
0
0

ｍ
6
年
男
子
1
位
／
令
和
元
年
度
南

丹
・
船
井
小
学
校
駅
伝
競
争
大
会
駅
伝

の
部
第
1
区
区
間
2
位
／
京
都
丹
波

キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
駅
伝
競
走
の
部

第
1
区
区
間
3
位

▲ 知事賞を受賞の米谷さんの作品
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栃
下
　
琉
輝（
殿
田
小
学
校
6
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
交
歓
記
録
会
6
年

男
子
1
0
0
ｍ
1
位
幅
跳
び
1
位

吉
田
　
あ
い
み（
殿
田
小
学
校
6
年
）

南
丹
市
小
学
校
陸
上
交
歓
記
録
会
6
年

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
1
位

金
林
　
瑞
希（
胡
麻
郷
小
学
校
5
年
）

第
35
回
京
都
府
小
学
生
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
予
選
会
男
子
走
幅
跳
1
位
／
南

丹
市
小
学
校
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会
5

年
男
子
走
幅
跳
1
位

塩
貝
　
大
和（
胡
麻
郷
小
学
校
5
年
）

南
丹
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
5
年
男

子
1
0
0
ｍ
1
位
／
南
丹
市
小
学
校
陸

上
運
動
交
歓
記
録
会
5
年
男
子
1
0
0

ｍ
1
位

長
谷
川
　
也
琉
音（
胡
麻
郷
小
学
校
6

年
）　

第
35
回
京
都
府
小
学
生
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
予
選
会
8
0
0
ｍ
2
位
／
南
丹

市
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会
8
0
0
ｍ
優

勝
／
京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝

駅
伝
競
走
の
部
第
1
区
区
間
2
位

　
翔
け
賞【
文
化
の
部
】

《
　
個
人
　
》

中
井
　
結
菜（
城
南
保
育
所
）

第
13
回
京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展
保

育
所
平
面
作
品
の
部
南
丹
教
育
委
員
会

連
絡
協
議
会
長
賞

大
前
　
志
織（
園
部
小
学
校
6
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興

展「
第
11
回
府
内
産
材
も
く
も
く
コ
ン

ク
ー
ル
」小
学
校
の
部
京
都
新
聞
賞

進
士
　
葵（
園
部
小
学
校
6
年
）

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
大
会

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

矢
野
　
楓
稀（
園
部
小
学
校
6
年
）

第
6
回
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
子
ど

も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
語
教
室
賞

中
村
　
珀
菜（
園
部
第
二
小
学
校
1
年
）

第
20
回
瓦
の
あ
る
風
景
絵
画
展
低
学
年

の
部
京
都
府
技
能
士
会
連
合
会
会
長
賞

早
苗
　
春
香（
園
部
第
二
小
学
校
4
年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
京

都
府
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
南
丹
船
井
支

部
長
賞
／
第
6
回
国
際
交
流
・
多
文
化

共
生
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員

賞

広
田
　
幸
誠（
園
部
第
二
小
学
校
4
年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
南

丹
・
船
井
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

村
瀬
　
ほ
の
み（
園
部
第
二
小
学
校
4

年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優

良
賞

中
野
　
澪
里（
八
木
西
小
学
校
1
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興

展「
第
11
回
府
内
産
材
も
く
も
く
コ
ン

ク
ー
ル
」小
学
校
の
部
デ
ザ
イ
ン
賞

尾
迫
　
実（
八
木
西
小
学
校
3
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興

展「
第
11
回
府
内
産
材
も
く
も
く
コ
ン

ク
ー
ル
」小
学
校
の
部
ア
イ
デ
ア
賞

寺
町
　
咲
希（
八
木
西
小
学
校
3
年
）

第
6
回
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
子
ど

も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
賞

上
田
　
京
佳（
八
木
西
小
学
校
4
年
）

第
31
回
全
国
児
童
水
辺
の
風
景
絵
画
コ

ン
テ
ス
ト
秀
作

治
田
　
夕
希
穂（
八
木
西
小
学
校
4
年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
京

都
中
部
広
域
消
防
組
合
消
防
長
賞
／
令

和
元
年
度
人
権
擁
護
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

葊
瀨
　
文
乃（
八
木
西
小
学
校
4
年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優

良
賞　

葊
瀬
　
敬
太（
八
木
西
小
学
校
4
年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優

良
賞

𠮷
田
　
朱
里（
八
木
西
小
学
校
4
年
）

第
35
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
京

都
中
部
広
域
消
防
組
合
園
部
消
防
署
長

賞今
田
　
菜
々
虹（
八
木
西
小
学
校
5
年
）

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
大
会

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

尾
迫
　
悠（
八
木
西
小
学
校
6
年
）

令
和
元
年
度「
京
都
府
子
ど
も
議
会
」子

ど
も
議
員　

議
長

國
府
　
知
弘（
八
木
西
小
学
校
6
年
）

第
15
回　

京
都
丹
波
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い

駅
伝
大
会
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

優

秀
賞

山
口
　
珠
由
奈（
殿
田
小
学
校
2
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興

展「
第
11
回
府
内
産
材
も
く
も
く
コ
ン

ク
ー
ル
」小
学
校
の
部
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
長
賞
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山
口
　
眞
由
奈（
殿
田
小
学
校
4
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興

展「
第
11
回
府
内
産
材
も
く
も
く
コ
ン

ク
ー
ル
」小
学
校
の
部
南
丹
市
長
賞

大
沢
　
朔
也（
殿
田
小
学
校
5
年
）

第
6
回
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
子
ど

も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
協
会
賞

藤
原
　
ほ
え
み（
殿
田
小
学
校
5
年
）

第
6
回　

国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
子

ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
会
長
賞

山
田
　
翔
大（
殿
田
小
学
校
6
年
）

第
13
回　

京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展   

小
学
校
平
面
作
品
の
部
京
都
府
教
育
委

員
会
教
育
長
賞

吉
田
　
あ
い
み（
殿
田
小
学
校
6
年
）

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

京

都
府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
保
護
観
察

所
長
賞

石
原
　
颯
馬（
胡
麻
郷
小
学
校
4
年
）

第
13
回
京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展　

小
学
校
平
面
作
品
の
部
京
都
新
聞
賞

松
原
　
明
恵（
胡
麻
郷
小
学
校
4
年
）

第
35
回　

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル   

優
良
賞

細
見
　
天
路（
胡
麻
郷
小
学
校
5
年
）

第
42
回
京
都
こ
ど
も
美
術
展
入
選
賞

市
村
　
マ
リ
ア（
胡
麻
郷
小
学
校
6
年
）

第
13
回　

京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展

小
学
校
立
体
作
品
の
部
南
丹
教
育
委
員

会
連
絡
協
議
会
長
賞

村
山
　
咲
桜（
胡
麻
郷
小
学
校
6
年
）

第
32
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト「
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
賞
」

野
瀬
　
佐
和
子（
美
山
小
学
校
6
年
）

第
16
回　

も
み
じ
遊
山「
新
・
北
桑
展
」   

南
丹
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

安
野
　
藍
里（
美
山
小
学
校
6
年
）

令
和
元
年
度
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興

展「
第
11
回
府
内
産
材
も
く
も
く
コ
ン

ク
ー
ル
」小
学
校
の
部　

京
都
府
南
丹

広
域
振
興
局
長
賞

　
功
労
賞

《
　
個
人
　
》

市
原
　
郁
子（
南
丹
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
）

平
成
4
年
の
協
会
創
生
期
か
ら
協
会
の

運
営
及
び
企
画
立
案
・
指
導
普
及
の
充

実
に
大
き
く
貢
献
。

故
　
河
原
　
信
之（
園
部
町
文
化
協
会
）

昭
和
51
年
の
園
部
町
文
化
協
会
立
ち
上

げ
か
ら
40
年
以
上
に
わ
た
り
、
同
会
の

活
動
に
尽
力
し
、
園
部
藩
立
藩
4
0
0

年
に
あ
た
る
本
年
は
同
事
業
P
R
の
た

め
に
、
園
部
藩
に
ま
つ
わ
る
自
身
の
作

品
を
惜
し
み
な
く
提
供
さ
れ
た
。
市
の

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
審
議
会
委
員
も
長
年

に
わ
た
り
歴
任
す
る
な
ど
、
南
丹
市
の

文
化
振
興
及
び
発
展
に
多
年
に
わ
た
り

果
た
さ
れ
た
河
原
氏
の
功
績
は
、
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。

下
伊
豆
　
仁
史（
美
山
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
）

永
年
に
渡
り
美
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の

チ
ー
ム
代
表
、
指
導
者
と
し
て
多
く
の

子
ど
も
た
ち
を
指
導
さ
れ
、
ま
た
少
年

野
球
連
盟
の
役
員
と
し
て
少
年
野
球
の

発
展
に
関
与
さ
れ
た
功
労
は
大
き
い
。

　

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
　

教
育
総
務
課

　
　

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
５
５

令和元年度第９回南丹市「きらり・本のことば」コンクール
賞 部門 氏名 学校・学年

市長賞 小学生部門 西村　晃大郎 八木西小学校２年
市長賞 中学生部門 西山　満琉 園部中学校３年
市長賞 一般部門 井尻　律子

教育長賞 小学生部門 野瀬　佐和子 美山小学校６年
教育長賞 中学生部門 中川　奈於 園部中学校２年
教育長賞 一般部門 大石　和佳子

▲ 故河原氏による園部陣屋のイラスト
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で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
地
域
づ
く
り
に
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▲感謝状贈呈式での小川さん（中央右）、小島さん（中央左）

　

２
月
５
日
、
南
丹
市
役
所
で
、「
京
の

田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
い
た
小
川
幸
雄
さ
ん
と
小
島

和
幸
さ
ん
に
、
京
都
府
知
事
の
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
知
事
が
認
定
す
る「
京
の
田
舎

ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」と
は
、
移
住
希

望
者
に
対
す
る
地
域
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
地
域
の
説
明
や
田
舎
ぐ
ら
し
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
役
職
で
す
。

　

小
川
さ
ん
は
八
木
町
神
吉
地
区
の
担
当

と
し
て
、
小
島
さ
ん
は
美
山
町
平
屋
地
区

の
担
当
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
26
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

４
年
６
か
月
に
わ
た
り
、
移
住
・
定
住
促

進
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
地
域
の
な
か

地
域
の
振
興
や
定
住
促
進
に
尽
力

　
京
都
府
知
事
感
謝
状
　
受
賞

京
の
田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

　
小お

川が
わ

　
幸ゆ

き

雄お

さ
ん

　
小こ

島じ
ま

　
和か

ず

幸ゆ
き

さ
ん

　

現
在
、
世
界
中
で
感
染
が
拡

大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
一
人

ひ
と
り
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
の

リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解
し
、
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
予
防
す
る
だ
け
で
な

く
、
感
染
症
を
他
者
に
う
つ
さ

な
い
た
め
の
行
動
も
大
切
で
す
。

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

インフォメーション

ハ
ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
マ
ス
ク
を

使
用
す
る
な
ど
し
て
口
や
鼻
を
押
さ
え

ま
し
ょ
う
。

　

人
が
大
勢
い
る
場
所
な
ど
、
感
染
し

や
す
い
環
境
を
極
力
避
け
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 34 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に

届
け
出
を
！

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建
築

や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形
質
変

更
、
土
石
等
の
堆
積
を
行
う
場
合
に

は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま
で
に
市
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
出
対
象

行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
景
観
計
画
に
関
す
る
こ
と

や
、
実
施
予
定
の
行
為
が
届
け
出
の

対
象
に
な
る
か
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
地
域
振
興
課
ま
た
は
美
山
支
所
総

務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
と
一
緒
に
、

優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

　【八木町　神吉区】
　八木町神吉地域は、標高約360ｍに位置します。
高台から眼下に広がる農地を見ると、春から夏には
深緑が、秋には黄金色の風景が広がります。
　神吉地域には日本最初の市街電車となった京都
電気鉄道会社を設立した高

たか

木
ぎ

文
ぶん

平
ぺい

氏の生家があり、
庭園は美しく設備されています。他にも、旧神吉小学
校の校庭からは美しい田畑の風景を見ることができ、
紅葉峠展望台からは、ふもとの街並みを一望できるな
ど、良好な景観を形成するスポットが多くあります。

八木町 神吉区

高台から見た神吉地域の水田 旧神吉小学校

高木文平氏生家 紅葉峠展望台
★南丹市ＨＰで、カラー版も掲載しております！★
　URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/kurashi/101/009/007/index_46247.html
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市民協働に関するお問い合わせは　南丹市役所　地域振興課（0771-68-0019）　 　　または　南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）まで　お気軽にどうぞ

▲報告会の様子

▲�定住促進サポートセンター
担当

　

当
日
は
1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
り
、
各
集
落
で
の
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、事
例
紹
介
の
あ
っ
た
集
落
・

団
体
と
定
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
や
、
当
日
配
布
し
た「
集

落
活
性
化
の
取
り
組
み
事
例
集
」に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
2
年
2
月
22
日
に
日
吉
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
南
丹
市「
第
２
回

集
落
活
性
化
の
取
り
組
み
」活
動
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
と
な
る
こ
の
報
告
会

で
は
、
園
部
・
八
木
・
日
吉
・
美
山
で

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い

る
４
つ
の
集
落
・
団
体
か
ら
事
例
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

南
丹
市
、
京
都
府
、
民
間
補
助
金
な

ど
を
活
用
し
て
、
多
く
の
集
落
で
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
、
ど
ん
な
効
果
が
生
ま

れ
て
き
た
の
か
。
こ
れ
ら
を
紹
介
す

る
事
例
集
と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
ま

し
た
。
53
集
落
・
団
体
の
取
り
組
み

が
、
今
後
、
集
落
の
活
性
化
を
め
ざ
し

て
い
る
方
々
に
と
っ
て
、
何
ら
か
の
ヒ

ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
必
要
な

方
は
、
集
落
支
援
員
室（
電
話
６
８
─

０
１
０
８
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
集
落
活
性
化
の
歩
み
と
未
来
」

事
例
集
を
作
成

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
・
利
用
申
込
の

受
付
、
物
件
の
紹
介
な
ど
の
ほ
か
、
移

住
希
望
者
や
空
き
家
所
有
者
か
ら
の
相

談
に
も
応
じ
て
お
り
、
南
丹
市
に
住
み

た
い
方
を
地
域
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き
家
を
売
り

た
い
方
や
貸
し
た
い
方
か
ら
登
録
さ
れ
た

空
き
家
の
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
利
用
希
望
者
に
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　

売
買
・
賃
貸
ど
ち
ら
で
も
登
録
で
き
、

母
屋
・
離
れ
・
倉
庫
の
他
、
空
き
家
に

付
随
す
る
山
林
・
農
地
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
南
丹
市
定
住
促
進
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
電
話
６
８
─
１
６
１
６
）ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
定
住
促
進

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
紹
介

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て　
　
　
　
　

南
丹
市
「
第
２
回
集
落
活
性
化
の
取
り
組
み
」

▲�事例集「集落の活性化の歩みと未来」

【参加者のアンケートより】

・音海区の少人数での取り組みに感動した
・�種まきなど年寄りでもできることをさせて
もらっています
・�集落の将来を考え、住民が話し合い、知恵
を出し、取り組む事例は参考になった
・�いずれの活動も地区に合った取り組みをさ
れているのがよかった
・�事例集と発表会の両方でよく分かり、集落
の住民に報告できる
・�発表の後、集落支援員からの補足があって
もよかった

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス

描こう
みんなで

51
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市民協働に関するお問い合わせは　南丹市役所　地域振興課（0771-68-0019）　 　　または　南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）まで　お気軽にどうぞ

▲奇岩「かえる岩」

▲男の料理教室

▲エゴマ収穫作業

▲くちうどの郷野菜市

人
が
遊
ぶ
笑
顔
のふ

る
さ
と
美
山
・
音
海

　

丹
波
山
地
の
最
高
峰「
長
老
ヶ
岳
」の

麓
に
あ
り
、
高
齢
化
が
進
む
限
界
集

落
で
す
。
７
世
帯
の
う
ち
５
世
帯
が
Ｉ

タ
ー
ン
世
帯
。
獣
害
も
深
刻
。
そ
ん
な

な
か
、
将
来
に
わ
た
っ
て
集
落
を
維
持

す
る
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
区
民
の
絆
が

深
ま
り
、
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
集

落
に
で
き
る
か
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し

た
。
地
域
資
源
を
活
か
し
て
地
域
外
か

ら
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
が
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
、
平
成
27
年
か
ら
５
年
間
か
け

て
、
音
海
か
ら「
長
老
ヶ
岳
」へ
の
登
山

コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

北
桑
田
高
校
森
林
リ
サ
ー
チ
科
な
ど

の
協
力
も
得
て
、
登
山
道
が
完
成
。
以

来
毎
年
、
春
と
秋
に
ハ
イ
キ
ン
グ
会
を

実
施
し
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
木
町
西
田
区　

西
田
塾　
　
　
　
　

　

八
木
町
の
最
南
端
に
位
置
し
一
部

亀
岡
市
と
隣
接
す
る
集
落
で
す
。
約

４
０
０
人
の
う
ち
65
歳
以
上
が
１
５
０

人
を
超
え
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
各

種
団
体
の
役
員
の
な
り
手
不
足
や
区
民

同
士
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
独

居
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応

も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
活
性
化
活
動
組

織「
西
田
塾
」を
組
織
し「
男
の
料
理
教

室
」や
子
育
て
家
族
同
士
の「
ふ
れ
あ
い

ク
ッ
キ
ン
グ
」、「
地
域
文
化
の
継
承
」

の
取
り
組
み
や「
区
民
交
流
ふ
れ
あ
い

の
場
」を
提
供
さ
れ
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の「
つ
な
が
り
と
支
え
あ
い
」意
識
を

醸
成
し
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

日
吉
町
上
保
野
田
区

上
保
野
田
エ
ゴ
マ
栽
培
実
行
委
員
会

　

休
耕
田
の
増
加
な
ど
か
ら
集
落
の
元

気
を
取
り
戻
し「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と

思
え
る
地
域
の
再
生
を
目
指
し
て
、「
エ

ゴ
マ
油
で
健
康
長
寿
の
村
づ
く
り
」を

目
標
に
、
５
年
前
に
上
保
野
田
エ
ゴ
マ

栽
培
実
行
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

栽
培
管
理
の
改
善
、
品
種
の
変
更
、

無
農
薬
有
機
栽
培
の
確
立
、
手
の
か
か

る
脱
穀
工
程
の
省
力
化
な
ど
改
良
を
重

ね
た
結
果
、
住
民
間
の
交
流
が
活
発
に

な
り
、
住
民
の
健
康
増
進
、
休
耕
田
の

解
消
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

同
じ
保
野
田
に
あ
る
明
治
国
際
医
療

大
学
の
柔
道
整
復
科
１
年
生
の
農
業
体

験
へ
の
参
加
も
あ
り
、
販
売
先
も
拡
大

し
、
定
期
購
入
者
も
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

園
部
町
口
人
区口

人
の
郷　
　
　
　
　

　

園
部
駅
か
ら
車
で
６
～
７
分
。
半
田

川
沿
い
の
田
園
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
少

子
・
高
齢
化
が
進
み
、
現
在
は
限
界
集

落
で
す
。

　

そ
ん
な
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
た
区

民
に
よ
り
、
農
地
・
山
林
の
維
持
管
理
、

環
境
整
備
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
平
成
25
年
１
月
に
結
成
さ
れ
た
住

民
組
織
が「
口
人
の
郷
」で
、
集
落
の
新

し
い
取
り
組
み
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
事
業
の「
く
ち
う
ど
の
郷
野
菜

市
」（
毎
月
第
１
、
第
３
日
曜
日
）は
、

新
鮮
で
美
味
し
く
、
生
産
者
の
顔
が
見

え
る
野
菜
が
人
気
で
、
集
落
内
だ
け
で

な
く
、
市
外
か
ら
の
常
連
客
も
お
ら
れ

ま
す
。４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
は
、

色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
春
風
に
泳

ぎ
、
地
域
の
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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福祉とわたし＜＜＜for our happiness＞＞＞
福祉は、私たち一人ひとりが幸せに暮らすためにあります。

�

だ
さ
い
。

　

冊
子
は
、
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
な
ど
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
か
な
？
と
違
和
感
や

不
安
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
や
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
方
が
少
し
で
も
早
く
相

談
で
き
る
、
前
向
き
に
な
れ
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
そ
し
て
、
認
知
症
の
理
解

を
大
勢
の
人
が
深
め
ら
れ
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
冊
子
を
置
い
て

い
た
だ
け
る
商
店
、
事
業
所
様
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
大
切
な

人
と
つ
な
が
り
な
が
ら
過
ご
せ
る
よ
う

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

その10
イラスト・大矢隊員

◎『
南
丹
辞
典
』収
録
の
南
丹
を
知
る
言
葉

何
で
も
で
き
る
人

【
な
ん
で
も
で
き
る
ひ
と
】

田
舎
で
は
何
か
起
こ
っ
て
も
自
分
た
ち
で
ど
う
に

か
す
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
何
で
も
で
き
る
人

が
多
い
。

◎
協
力
隊
ニ
ュ
ー
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
南
丹
市
全
体
の
魅

力
を
掘
り
下
げ
て
、
発
信
し
て
い
く
媒
体

「
N
A
N
T
U
R
N
」の
新
企
画
が
進
行
中
で
す
。

南
丹
市
を
歩
き
回
っ
て
、
出
会
っ
た
人
や
場
所
を

記
録
し
て
い
く
冊
子
に
な
り
ま
す
。
協
力
隊
と
分

か
る
よ
う
に
目
印
を
つ
く
り
ま
す
の
で
道
で
見
か

け
ら
れ
た
際
は
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
南
丹
市
地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８

−

０
０
１
９

1
2

3
4

　
「
つ
な
が
る
Ａ
to
Ｚ
」

　
「
つ
な
が
る
Ａ
to
Ｚ
」で

は
、
認
知
症
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
日
々
を
よ
り
よ
く

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
Ａ
…
あ
ゆ
み
」

「
Ｂ
…
病
院
」な
ど
、
Ａ
か
ら
Ｚ
の
見
出

し
で
始
ま
る
26
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
前
向

き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。

　

ケ
ア
パ
ス
と
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
を
続
け
て
い
く
た
め
、
共
通
の
目
標

を
み
ん
な
が
共
有
し
、
連
携
を
す
る
た

め
の
流
れ
で
す
。

　

本
市
で
は『
南
丹
市
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
』と
し
て
ま
と
め
た
冊
子
が
あ
り「
対

応
の
ポ
イ
ン
ト
」「
相
談
窓
口
」な
ど
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
併
せ
て
ご
利
用
く

～
「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
時
、　
　

認
知
症
と
診
断
を
受
け
た
と
き
に
読
む
冊
子
～

　
別
冊
認
知
症
ケ
ア
パ
ス『
つ
な
が
る
Ａ
to
Ｚ
』を
発
行
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

■
高
齢
福
祉
課

　

℡（
0
7
7
1
）６
８
─
0
0
0
6

■
南
丹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

園
部
事
務
所 

℡
６
８
─
3
1
5
0

　

八
木
事
務
所 

℡
４
３
─
0
5
5
1

　

日
吉
事
務
所 

℡
７
２
─
0
2
1
4

　

美
山
事
務
所 

℡
７
５
─
1
0
0
6
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こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者

が
、
児
童
生
徒
の
健
康
、
安
心
安
全
を

考
え
て
給
食
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

児
童
生
徒
に
と
っ
て
給
食
は
、
友
達

や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
、
食
を
楽
し
む
貴
重
な
一
時

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
安

心
・
安
全
で
、

南
丹
市
の
自

然
豊
か
な
食

材
を
生
か
し

た
給
食
が
子

ど
も
た
ち
に

届
く
よ
う
、

応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

—41—

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

南
丹
市
の
学
校
給
食

　

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
は
、

栄
養
教
諭
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
旬
の
食
材
、

児
童
生
徒
の
嗜
好
面
を
考
え
、
献
立
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
給
食
が
作
ら

れ
る
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　野菜を洗ったり、肉や魚
の下ごしらえをしたりしま
す。

　おひたし、サラダなどの野菜を調味料
と和えます。

　前日の夕方や当日の朝に
納品された食品の鮮度や数
量を確認します。

2 下処理作業

４ 和え物

1 納品

　仕上がった給食は、食缶に分け
られ、それぞれの学校へ運びます。
その後、子どもたちが盛りつけ、
配膳をし、おいしくいただきます。

7 配送
　大量のお米を一気に炊きます。

６ 炊飯
　大きな窯で煮物・炒め物などの
調理をします。

５ 回転釜

　素材によって焼き時間や温度を調節し
ます。

３ 揚げ焼き

　調理に使った器具や返却
された食器を洗います。

８ 洗浄
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶97̶

お元気ですか？

保健師です。

感
染
症
を
防
ご
う

予
防
接
種
は
お
早
め
に

　

春
は
暑
さ
寒
さ
の
変
動
が
激
し
く
、

ま
た
新
し
い
環
境
に
な
る
こ
と
も
多
く

ス
ト
レ
ス
の
多
い
時
期
で
す
。
そ
の
た

め
、体
調
を
く
ず
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
人
の
移
動
も
多
い
た
め
、
感
染

症
も
増
え
る
時
期
で
す
。

　

・
病
原
菌
を
排
除
す
る
。

　

・
病
原
菌
を
広
め
な
い
。

　

・
免
疫
力
を
高
め
る
。

こ
の
三
つ
が
３
本
柱
と
さ
れ
て
お
り
、

一
人
一
人
が
次
の
３
点
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

①�

う
が
い
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
行
い
、
病
原
菌
を
排
除
し
周
囲
に

広
め
な
い
。

②�

部
屋
の
定
期
的
な
換
気
や
共
用
部
分

の
清
掃
、
消
毒
な
ど
を
こ
ま
め
に
す

る
。

③�

十
分
な
栄
養
や
睡
眠
、
適
度
な
運
動

を
し
、
個
人
の
抵
抗
力
を
付
け
る

感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に
は

予
防
接
種
に
よ
る
対
策

　

個
人
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
予
防
接
種
も
有
効
で
す
。

　

春
に
、流
行
し
や
す
い
感
染
症
に
は
、

風
し
ん
、
麻
し
ん（
は
し
か
）、
百
日
咳
、

お
た
ふ
く
風
邪
、
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
予
防
接

種
で
防
げ
る
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
風
し
ん
は
予
防
接
種
の
機

会
が
な
か
っ
た
た
め
、
免
疫
を
持
た
な

い
世
代
が
あ
り
、
流
行
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
３
年
間
に
限
り
そ
の
世

代
へ
の
定
期
予
防
接
種
も
新
た
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
表
1
風
し
ん
5
期
対
象
者
）

　

予
防
接
種
で
感
染
を
１
０
０
％
予
防

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重

症
化
を
防
ぎ
、
症
状
が
軽
症
で
済
ん
だ

り
、免
疫
を
持
つ
人
が
増
え
る
こ
と
で
、

そ
の
地
域
で
の
病
気
の
流
行
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

流
行
す
る
前
に
、
受
け
ま
し
ょ
う

　

南
丹
市
で
は
、
年
度
初
め
に
左
表
の

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。（
未
接
種
の
方
の
み
）

就
学
ま
で
の
小
児
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
出
生
時
や
、
転
入
時
な
ど
に

 

　
問
い
合
わ
せ
先　
保
健
医
療
課

 　
℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
６

予
診
票
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
お
手

元
に
な
い
方
は
、
保
健
医
療
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
任
意
の

接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は

体
調
の
良
い
時
に
、
な
る
べ
く
早
く
接

種
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

予防接種案内対象者 予防疾病

成人

成人用肺炎球菌
予防接種

65歳 昭和30年4月2日生～昭和31年4月1日生

肺炎球菌
性肺炎

70歳 昭和25年4月2日生～昭和26年4月1日生

75歳 昭和20年4月2日生～昭和21年4月1日生

80歳 昭和15年4月2日生～昭和16年4月1日生

85歳 昭和10年4月2日生～昭和11年4月1日生

90歳 昭和5年4月2日生～昭和6年4月1日生

95歳 大正14年4月2日生～大正15年4月1日生

100歳 大正9年4月2日生～大正10年4月1日生

風しん5期
（ＭＲワクチン）

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男
性で、風しん抗体検査を伴い、抗体価の低い方の
み接種 麻しん

風しん

小児

ＭＲ2期
（麻しん
風しん2期）

就学前の年長児

日本脳炎2期
小学4年生

日本脳炎
高校3年生相当

2種混合
予防接種 小学6年生 ジフテリア

破傷風

※対象の予防接種が未接種の方のみ、案内が送付されます。
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男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
法

律
や
条
例
な
ど
で
は
難
し
い
文
言

で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
簡
単

に
言
い
換
え
れ
ば
、「
男
は
こ
う

あ
る
べ
き
」「
女
は
こ
う
す
べ
き
」

と
い
う
社
会
や
文
化
で
作
ら
れ
た

「
性（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」を
お
か
し
い

と
感
じ
る
場
面
を
少
な
く
し
て
い

く
取
り
組
み
の
こ
と
だ
と
言
え
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
に

対
し
、
男
性
は「
自
分
に
は
関
係

な
い
」と
思
っ
て
い
る
方
が
ほ
と

ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女

性
か
ら
一
方
的
に
言
わ
れ
る
言
葉

だ
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
り
、
男

性
に
は
ち
ょ
っ
と
引
い
て
し
ま
う

堅
苦
し
く
て
馴
染
み
の
な
い
も
の

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
男
女
共
同
参
画
」っ
て

誰
の
も
の
？

　

こ
れ
ま
で
女
性
が「
男
と
女
が

不
平
等
な
の
は
お
か
し
い
」と
訴

え
て
い
る
場
面
を
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
見
聞
き
さ
れ
た
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
男

性
の
声
は
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
な

い
印
象
が
あ
り
ま
す
。
で
も
男
性

も「
生
き
づ
ら
さ
」や「
し
ん
ど
さ
」

を
抱
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

例
え
ば
あ
な
た
が
男
性
で「
男

だ
っ
た
ら
大
学
へ
行
き
、
大
企
業

に
入
り
、正
社
員
に
な
り
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
、
自
分
の
好
き
な
生
き

方
や
進
路
を
選
べ
な
か
っ
た
経
験

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
男
な
ら

弱
音
を
吐
く
な
」「
家
族
を
支
え

る
の
が
男
の
甲
斐
性
」と
言
わ
れ

て
踏
ん
張
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
た

経
験
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
誰
か
ら
も
直
接
は
言
わ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど「
男
な
ら
こ
う

す
る
も
の
だ
」と
行
動
し
て
し
ま

い
、
不
自
由
さ
を
感
じ
た
事
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
の
は
、

女
性
の
た
め
だ
け
に
行
う
も
の
で

は
な
く
、
男
性
に
と
っ
て
も
大
切

な
取
り
組
み
で
あ
る
の
だ
と
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
が
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
大
き
な

一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第42回―

「思いやる気持ちを行動に」

美
山
小
学
校
で
は
、
毎

年
６
月
と
12
月
に
人

権
旬
間
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
12
月
に
は
、
児
童
会
か

ら「
相
手
の
気
持
ち
を
思
い

や
り
、
行
動
で
示
そ
う
」と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
示
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
人
権
旬

間
ま
と
め
集
会
で
は
、「
人

権
旬
間
が
終
了
し
て
も
、
人

権
旬
間
に
考
え
た
こ
と
や
実

践
し
た
こ
と
を
続
け
て
い
こ
う
」と
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

人
権
旬
間
を
通
し
て
、
学
校
生
活

の
中
に
は
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
た
行
動
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。「
時
間
を
守
っ
て
行
動
す

る
こ
と
」「
名
前
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

「
言
葉
遣
い
に
気
を
付
け
る
こ
と
」「
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
」な

ど
、
普
段
か
ら
当
た
り
前
に
思
っ
て
い

る
こ
と
で
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
な

い
か
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
児
童
会
が
登

下
校
時
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
、
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
広
げ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
一
斉
下
校
の
時
に
、
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き

て
い
た
か
ど
う
か
の
振
り
返
り
を
伝
え

て
い
ま
す
。

異
年
齢
集
団「
な
か
よ
し
班
」で
の

活
動
で
は
、
毎
朝
大
縄
の
８
の

字
跳
び
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
学

年
は
、
み
ん
な
が
跳
び
や
す
い
よ
う
に

考
え
て
大
縄
を
回
し
た
り
、
み
ん
な
が

跳
べ
る
よ
う
に
励
ま
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
跳
ぶ
の
が
難
し
い
子
に
は
、
助
言

を
し
た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
る
よ

う
に
背
中
を
押
し
て
合
図
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
す
る
と
、「
も
う
少
し
前
で
跳

ん
で
み
て
」「
や
っ
た
あ
。
跳
べ
た
」と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
お
互
い
に
笑
顔
に
な
れ
る
場
面

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
こ
と

が
ど
れ
だ
け
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
」を

考
え
て
行
動
す
る「
美
山
っ
子
」に
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
（
美
山
小
学
校
人
権
教
育
主
任

平ひ
ら

井い　

祐ゆ
う

子こ

）

79

▲大縄跳びをしている様子
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新
刊
紹
介

『
う
り
ぼ
う
ウ
リ
タ
』

  

作  

：
お
く
や
ま

　ゆ
か

発
行 

：
偕
成
社

　
引
っ
越
し
し
た
ば
か
り
の
デ
イ

ビ
ッ
ド
は
、
友
達
が
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん

に
頼
ま
れ
た
お
使
い
の
帰
り
に
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

『
デ
イ
ビ
ッ
ド
・マ
ッ
ク
チ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　と
29
ひ
き
の
犬
』

　
春
か
ら
森
の
学
校
に
通
う
よ
う

に
な
っ
た
ウ
リ
タ
に
は
、
新
し
い

友
達
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

ウ
リ
タ
の
ゆ
か
い
な
毎
日
を
え
が

く
、
４
つ
の
お
話
が
は
い
っ
て
い

ま
す
。

  

文  
：
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ホ
ル
ト

  

絵  
：
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
レ
イ
ン

  

訳  

：
小
宮

　由

発
行 

：
大
日
本
図
書
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図
書
館
で
、
趣
味
の
世
界
を
広
げ
ま
し
ょ
う

〜
春
で
す
！
新
鮮
な
気
分
で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。
〜

—第67回—
消費生活情報

「新型コロナウイルスに便乗
した悪質商法にご注意！」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
不
安
に

つ
け
込
ん
だ
勧
誘
に
ご
注
意
を
！

け
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
、
絶
対
に
お
金
を

支
払
っ
た
り
、
契
約
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
費
者
庁
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
予
防
効
果
を
謳
う
健
康
食
品
や

空
気
清
浄
器
、
空
間
除
菌
剤
な
ど
の

広
告
表
示
に
対
し
て
注
意
を
喚
起
し

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
特
性
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
く
、
予
防
効
果
を
裏
付
け
る

根
拠
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
手
洗

い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
な
ど
正
し

い
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
購
入
な
ど
で
困

り
ご
と
、
不
審
に
思
う
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
窓
口
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
商
工
課
）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

図
書
館
は
、小
説
や
、児
童
書
・

絵
本
だ
け
で
は
な
く
、
手
芸
や
日

曜
大
工
・
園
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
・
美
術
・

料
理
な
ど
の
実
用
書
も
、
豊
富
に

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
を

参
考
に
し
て
も
の
作
り
を
す
る
ク

ラ
フ
ト
教
室
も
、
年
に
数
回
行
っ

て
い
ま
す
。

　

美
山
図
書
室
で
は
、
昨
年
12
月

か
ら
今
年
の
３
月
ま
で
毎
週
日
曜

日
に「
日
曜
切
り
絵
く
ら
ぶ
」を
企

画
し
、
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の

後
も
趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
お
ら

れ
る
方
や
、
才
能
が
開
花
し
て
難

し
い
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
お

ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。

　

や
っ
て
み
た
い
と
興
味
が
湧
い

た
ら
、
ま
ず
図
書
館
へ
お
越
し
に

な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

●
感
染
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の

影
響
を
口
実
に「
金
の
相
場
が
上
が

る
」、
感
染
防
止
の
た
め
行
政
か
ら
委

託
さ
れ
た
な
ど
、
怪
し
い
勧
誘
を
受

ひ
と
こ
と
助
言

怪
し
い
と
思
っ
た
ら

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
に

効
果
あ
り
」な
ど
の
広
告
に
注
意
！

事例１ 突然自宅を訪問して
きた業者から、「新型コロナ
ウイルス流行拡大の影響で金
の相場が上がることは間違い
ない。すぐに金を買う権利を申し込んだほうが
いい」と勧誘された。（８0歳代男性）
事例２ 業者から「新型コロナウイルスの感染を

防ぐために、行政からの委託で消毒に
回っている」と電話があった。翌日も同
じ業者から電話があり「新型コロナウイ
ルス感染防止の資料を持参したい」と言
われた。（80歳代女性）

（独）国民生活センター

見守り新鮮情報
第361号より
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▲広報誌の音訳をしている様子

文字を音で届ける

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会日吉事務所

TEL：（0771）72-0947

活動の様子（4／7）
　
「
せ
せ
ら
ぎ
」は
日
吉
町
で
活
動
す
る

音
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
な

ど
が
き
っ
か
け
で
、
一
昨
年
に
メ
ン
バ

ー
が
３
名
に
増
え
、
現
在
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
広
報
誌
の
音
訳
を
主
に
行

っ
て
お
り
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
、
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
方

た
ち
に
対
し
、
内
容
を
声
で
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

録
音
す
る
ま
で
に
は
、
担
当
す
る
ペ

ー
ジ
の
振
り
分
け
か
ら
始
ま
り
、
自
宅

で
練
習
し
た
後
、
よ
う
や
く
録
音
が
始

ま
る
そ
う
で
す
。
録
音
後
も
音
声
の
チ

ェ
ッ
ク
や
、
音
声
を
Ｃ
Ｄ
に
ダ
ビ
ン
グ

し
て
発
送
す
る
作
業
が
あ
り
ま
す
。

　
「
文
字
を
そ
の
ま
ま
読
む
だ
け
で
は

だ
め
」と
メ
ン
バ
ー
は
話
さ
れ
ま
す
。

　

読
ん
で
い
る
と
き
は
感
情
を
入
れ
な

い
。
渡
る
橋（
は
し
）と
食
事
に
使
う
箸

（
は
し
）な
ど
の
同
音
異
義
語
を
ア
ク
セ

ン
ト
だ
け
で
伝
え
る
こ
と
。
写
真
や
グ

ラ
フ
の
説
明
な
ど
、
声
だ
け
で
内
容
を

伝
え
る
の
は
と
て
も
難
し
い
そ
う
で

す
。

　

し
か
し
、
難
し
い
か
ら
こ
そ
や
り
が

い
や
、
活
動
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
前
向
き
に
な
れ

る
」「
初
め
て
知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
」「
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
、
多
く
の
人
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
」な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
さ

れ
る
方
の
た
め
に
、
ま
た
、
自
分
自
身

の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
メ
ン
バ
ー
は
目
標
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
誌
の
内
容
を
声

で
お
届
け
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

音訳を担当している広報誌

担当ページをふりわけます

一緒に活動をしませんか
　「せせらぎ」はメンバーを募集し
ています。
　ボランティア活動を始めてみた
いと思われている方、音訳ボラン
ティアは音訳（読む）と、録音があ
り、録音ではパソコンを使います。
読むのは苦手だが、パソコン操作
のできる方も大歓迎です。ぜひお
声掛けください。メンバー一同お
待ちしております。

〜せせらぎ〜



まちの話題を紹介します

26広報なんたん4・5月号

　昨年８月23日に行われた小中学
生による「市長と語ろう、私たちの
まちづくり」では、プラスチック製
レジ袋削減に向けてエコバッグの
普及やレジ袋有料化などの提言が
ありました。これを受け、市がエ
コバッグを制作し、3月23日、殿田
小学校で贈呈式が行われました。
　エコバッグを提言された吉

よし

田
だ

あ
いみさんは「皆で考えたことが採用
されてうれしい。住みよいまちに
なれば」と期待され、デザインされ
た山

やま

本
もと

紀
のり

香
か

さんは「皆が元気で笑顔
になるように使っていきたい」と話
されました。

　第2回南丹市フォトコンテストでは、昨年11月1日から
2月10日にかけ、「南丹ええとこ 撮ってきて！」をテーマ
とした写真を募集しました。プリント部門やデジタル部
門、Instagram部門があり、合計179人の応募者から
417作品が出品されました。
　3月21日の表彰式は残念ながら新型コロナウイルスの
影響で中止となりました。入選した作品は公式ホームペー
ジにて閲覧することができ、応募者の思いが込められた写
真は、南丹市の魅力ある姿を映し出しています。

「
カ
ホ
ン
作
り
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化
」

「
え
え
と
こ
撮
っ
て
～

南
丹
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
」

（
２
／
22　

第
２
回
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
大
学
生
に
よ
る
カ
ホ
ン
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

（
第
２
回
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

▲全員で演奏する様子

◀
デ
ジ
タ
ル
部
門 

市
長
賞
に
輝
い
た「
晩
秋
の
る
り
渓
」

（
中
村
幸
雄
さ
ん
撮
影
）

▲式典で記念撮影する関係者の皆さん

「
小
中
学
生
の
環
境
へ
の
思
い
を
叶
え
る
」

（
３
／
23　

エ
コ
バ
ッ
グ
贈
呈
式
）

　2月22日、美山町大野の求裕館でカホン作
りワークショップが開催されました。京都府
立大学で建築や環境を学ぶ学生でつくるサー
クル「美山木匠塾」が主催されており、大野区
での活動は８年目を迎えられ、地域に密着し
た作品作りを大切にされています。
　カホンはペルー発祥の打楽器のことで、今
回の素材は美山の間伐材を使用されました。
ワークショップには親子連れや高齢者の方な
ど18人が参加し、学生からの丁寧な説明を
聞きながら、熱心に制作されていました。ま
た完成後には叩き方を教わり、参加者全員の
演奏も行われ、会場は大いに盛り上がりまし
た。

小中学校ごと、12 デザインのエコバッグは環
境課および各支所総務課で販売しています。

（価格：300 円 寸法：縦 35×横 30 センチ）



まちの話題を紹介します

27 広報なんたん4・5月号

　3月29日、船岡駅前で、ふなおか駅
ギャラリーお披露目会が開催されまし
た。
　2001年から活動を続けてきた川辺
親父の会が20周年記念として、川辺
地域のシンボルである船岡駅に、地域
でギャラリーとして使用できる大型パ
ネルを設置しました。
　どなたでもご覧になれるとのこと
で、ますます地域の方々に親しまれる
駅になることが期待されます。

　3月24日、美山山村留学センターで
第22期生の退所式が行われました。
　山村留学制度は、都市部などに住
む子どもたちが親元を離れ、基本的
に１年間、美山の自然の中で暮らし
ます。今回、第22期生の６人が退所
することとなり、美山山村留学運営
委員会の澤

さわ

田
だ

利
とし

通
みち

委員長から一人一
人に修了証書を手渡し、「美山での思
い出を糧にして、これから頑張って
ください」と声をかけられました。巣
立ちを迎える子どもたちは、別れを
惜しみながら未来へと歩みを進めま
す。

　2月22日、八木東部文化センターで人権
講演会が開催されました。
　関西外国語大学教授で人権教育思想研
究所長である明石一朗さんが講師を務めら
れ、「人権・同和問題の解決をめざして～
好感・共感・親近感が人権を育む～」と題
して話されました。
　明石さんは人権の問題は暗い・堅苦しい・
怖いというネガティブイメージがあるが、明
るく元気で前向きに問題解決にあたるのが
大切だと語られました。

「
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
駅
づ
く
り
」

「
美
山
の
自
然
で
学
ん
だ
こ
と
を
宝
物
に
」

「
好
感
・
共
感
・
親
近
感
で
差
別
ゼ
ロ
」

「
地
域
防
災
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
」

（
３
／
24　

南
丹
市
美
山
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
退
所
式
）

（
２
／
22　

人
権
講
演
会
）

（
４
／
１　

令
和
２
年
度
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
お
よ
び
辞
令
交
付
式
）

▲テープカットの様子

（
３
／
29　

船
岡
駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
披
露
目
会
）

　4月1日、国際交流会館イベントホール
で、令和2年度南丹市消防団入退団式およ
び辞令交付式を挙行しました。
　長年にわたり地域防災の中心として活躍
いただいた104人が退団され、新たに33人
が入団されました。
　また、長きにわたり活動を続けてこられ
た中島前団長から「今後も、同じ市民として
防災活動に協力していきたい」と話され、新
たに団長に就任した野中団長は「市民の皆さ
んの生命と財産を守り、地域に信頼される
消防団を目指す」と話されました。

▲宣誓を行う新入団員

▲人権について語る明石さん

▲修了証書を受け取る児童たち
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

▲竜の模様を丁寧に彫り、表したい色
になるように刷り重ねて、力強い版画
になりました。

▲紙を切ったり貼り重ねたりして版を
つくり、紙版に表して、スタンピング
をして楽しみました。

　

広
報
な
ん
た
ん
を
４
年
間
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｎ
・
Ｋ

と
申
し
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
Ｍ
と

と
も
に
編
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
人
事
異
動
に
よ

り
、
Ｎ
・
Ｋ
は
筆
を
置
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
号
は
１
０
０
号
記
念
と
い
う

こ
と
で
、
節
目
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
南
丹
市
の

広
報
公
聴
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

（
Ｎ
・
Ｋ
）

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

━ 

南
丹
市
立
園
部
小
学
校 

━

 

編
集
後
記

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
−79−

●総人口：31,303人（−84)
　（男：15,192人

（−1）
・女：16,111人

（−83）
）

●世帯数：14,190世帯（＋19)
（令和2年4月1日現在）

（　）内は前月比

「おしゃべりも上手になってきて父母は今まで以上に毎日楽
しいです。これからも元気に育ってね。」� （父・母より）

●
園
部
町

樋ひ

口ぐ
ち　

紬つ
ぐ

弥み

ち
ゃ
ん（
2
歳
）

▶
「
止
め
」「
は
ら
い
」
に
気
を
付
け
て
、

一
画
一
画
丁
寧
に
書
け
ま
し
た
。

※�

全
て
令
和
元
年
度
中
の
作
品
の
た
め
、
令

和
元
年
度
中
の
学
年
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

2020.4・5

「
12
年
後
の
わ
た
し『
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
』」

奥お
く

村む
ら　

文ふ
み

香か

さ
ん
（
6
年
）

「
友
だ
ち
と
な
わ
と
び
」

犬い
ぬ

石い
し　

ゆ
ら
さ
ん
（
2
年
）

「
刷
り
重
ね
て
表
そ
う
」

山や
ま

口ぐ
ち　

穂み
の
り里
さ
ん
（
5
年
）

「
水
玉
」

佐さ

さ々

谷た
に　

美み

羽う

さ
ん
（
3
年
）

▶
12
年
後
の
自
分
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
表
現
し
ま
し
た
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
丁

寧
に
制
作
し
ま
し
た
。


